
○ 実施目的 

  市内で活動する市民活動団体（サポートセンター登録団体、男女共同参画交流ネット登録団体）と

地域団体（地区コミュニティ推進協議会）の活動現状の把握と今後のサポートセンター運営の参考

意見を伺うために、アンケートを実施しました。 

 

○ 調査の概要 

（１）対象：市民活動団体（サポートセンター登録団体、男女共同参画交流ネット登録団体 58団体） 

      地域団体（地区コミュニティ推進協議会８団体） 

（２）実施期間：平成２６年６月２日～６月３０日 

（３）回収率：市民団体６０．３％ ＊ 地区コミュニティ推進協議会１００％ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主な内容 
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2015 年 3 月 （年 4 回発行） 

 

市民活動サポートセンターの主な活動         

①交流の場 ②印刷機の利用 ③情報提供 

④相談 ⑤講座等の開催 

発行：みよし市役所協働推進課 ☎0561-32-8025 

     あいち NPO市民ネットワークセンター 

 

まとめ 

 市民活動団体及び地区コミュニティ推進協議会へのアンケート結果をご報告します！ 
 

活動を継続・発展させる上での課題 
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市民活動団体 団体数 地区コミュニティ推進協議会 団体数 

①活動資金の確保 １３ ①人材確保・人材育成 2 

②情報の受発信 ６ ②情報の受発信 1 

③組織運営 ７ ③地域の理解・参加の促進 4 

④人材確保・人材育成 ２０ ④他団体との交流・ネットワーク 0 

⑤市民の理解・参加の促進 １２ ⑤特になし 0 

⑥他団体との交流・ネットワーク ５ ⑥その他      1 

⑦行政との協働 ５   

⑧特になし １   

⑨その他 ２   

 

多くの団体に共通する課題は「人材」「資金」「人々の理解・参加」です。また、地域

団体も「地域の理解」が一番の課題になっています。従って、センターには、まず、

地域の人々の参加を促す「情報の受信・発信・循環」する働きが大切になります。団

体のパンフレットや会報、コミュニティ通信等の情報に気軽に触れることができ、

色々な団体と共有・交流が広がっていく場にしていくことが求められています。 
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サポートセンター利用登録について 

サポートセンターを利用するには、サポートセンター利用

登録申請書の提出が必要です。受付は、協働推進課で随時

行っています。対象は、3 人以上で構成された市民活動団

体等となります。詳しくは、 

みよし市役所３F 協働推進課 ☎0561-32-8025 

お気軽にお問い合わせください。 

サポートセンターに登録すると 

以下のことが利用できます。 

○デジタル印刷機の使用 

 製版代（１版 50 円） 

インク代（100 枚につき 10 円） 

○交流の場所（打合せなど） 

○情報の提供（イベントの案内等の掲示や設置） 

○簡易相談（毎週土曜日9:00～17:00） 

※NPO・協働相談窓口（要予約⇒協働推進課） 

  

〇講演の後、参加者は 3つのグループをつくり、「サポートセンターに期待すること、こんな場にしたい」につ

いて話し合いました。それぞれの団体の活動から出された意見は大きく次の 4 つでした。 

 

・サポートセンターの存在をみんなに知らせて来てもらえるような工夫が大切。 

・「会議ができる部屋」と「出会いが生まれるオープンスペース」があるといい。 

・情報発信では、多くの団体の情報が掲示・保管され閲覧できることと、 

団体自身の情報発信力を高めることを支援がほしい。 

・活動報告や車座集会等、団体同士が交流できる機会があるとよい。 

  

※アンケート・ヒヤリング・交流会での意見は今後も更に検討し、みよし 

市のまちづくりの拠点となるように進めていきます。 

 

③ 

 

〇２月２７日(金)に、６つの登録団体と、２つの地区のコミュニティ推進協議会の方々が集って、サポートセン

ター交流会が開催されました。 

○みよし市では、サポートセンターのリニューアルを検討しており、それを機に市民活動の課題解決力を高め、

また地域活動への参加をさらに促進していきたいと考えています。そこで、交流会では、大口町民活動セン 

ターの取り組みについて講演をいただき、リニューアル後のサポートセンターに必要な機能について参加者の

皆さんと考える機会にしました。 

 

○講演いただいた、近藤祐子さんは、大口町地域振興課の職員として、大口町のまちづくり拠点、町民活動セ 

ンターの設立からこれまでを、市民と共につくりあげてみえました。 

その先進的な活動について「みんなで進める自立と共助のまちづくり」というテーマでお話をいただきました。 

  大口町の人口は、約２３、０００人。町民活動センター登録団体は１１４団体もあります。 

  平成 18年の総合計画で「自助と共助のまちづくり」がかかげられ、21 年に町民活動プレセンターを開設し

ました。 

  町民活動センターのキーワードは「場づくり」と「人づくり」です。当時、地域団体と市民活動団体の出会い

が少なかったことから、両者のつながりをつくる「まちづくり協働フォーラム」等を開催したり、パネル展示

で活動情報を共有したりする中で、一緒に活動することが徐々に自然になってきたということです。 

 

活発な意見交換を行いました 


